
１ これからの算数・数学科教育について

２ 各学校において取組が求められること

■ 新学習指導要領に対応した適切な教育課程を編成し，必要な授業時数を確保する。

・ 平成23年度は，平成22年度の移行措置期間の指導内容と異なることに注意する。

■ 新学習指導要領の内容についての理解を深める。

・ 平成23年度の全面実施から新たに加わる内容，新しい学習評価の考え方などについて，「解説」

や「評価規準の作成のための参考資料（平成22年11月）」などを基に理解を深める。

・ 新学習指導要領で新たに加わる内容について，教材研究や指導方法の理解を深めるとともに，

新しい学習指導要領の趣旨，学習評価の考え方を生かした授業を計画・実践し，その成果を検討

するための校内研修等を充実する。

■ 評価規準の見直しを行う。

・ 「評価規準の作成のための参考資料（平成22年11月）」を参考に検討する。

■ 平成23年度の移行措置に対応した適切な教育課程を編成し，必要な授業時数を確保する。

・ 平成21年度から第１・２学年で，平成22年度から第３学年で，それぞれ指導内容の一部を変更

して実施する。なお，第１・３学年の授業時数は，新教育課程の時数で実施する。

■ 新学習指導要領の内容についての理解を深める。

・ 新学習指導要領の趣旨，移行措置で新たに加わる内容，平成24年度の全面実施から新たに加わ

る内容，新しい学習評価の考え方などについて，「解説」や「評価規準の作成のための参考資料」

などを基に理解を深める。

・ 新学習指導要領で新たに加わる内容について，教材研究や指導方法の理解を深めるとともに，

新しい学習指導要領の趣旨を生かした授業を計画・実践し，その成果を検討するための校内研修

等を充実する。

■ 平成24年度の移行措置に対応した適切な教育課程を編成し，必要な授業時数を確保する。

・ 新学習指導要領で新たに加わる内容について，教材研究や指導方法の理解を深めるとともに，

新しい学習指導要領の趣旨を生かした授業を計画・実践し，その成果を検討するための校内研修

等を充実する。

■ 新学習指導要領の内容についての理解を深める。

・ 基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着のため，中学校との接続や内容の系統性を一層重視

するとともに必履修科目を現行の必履修科目から「数学Ⅰ」の共通必履修に変更。

・ 国際的な通用性，内容の系統性の確保の観点から統計に関する内容を充実し，統計活用力を育

成するとともに，知識・技能を活用する力を育成し，数学のよさを認識させるため，「数学Ⅰ」

及び「数学Ａ」の内容に〔課題学習〕を設置する。

・ 教科目標で「数学的活動」を一層重視することや「学習した内容を生活と関連付け，具体的な

事象の考察に活用すること」など「数学的活動」の配慮事項を学習指導要領に規定。

３ 算数科，数学科における言語活動の充実

○ 小・中・高等学校を通じて，発達の段階に応じ，算数的活動・数学的活動を一層充実させ，基礎

的・基本的な知識・技能を確実に身に付け，数学的な思考力・表現力を育て，学ぶ意欲を高めるよ

うにする。

○ 数量や図形の意味を理解する上で基盤となる素地的な学習活動を取り入れて，数量の意味を実感

的に理解できるようにする。

○ 発達や学年の段階に応じた反復（スパイラル）による教育課程により，理解の広がりや深まりな

ど学習の進歩が感じられるようにすること。

○ 学習し身に付けたものを，日常生活や他教科等の学習，より進んだ算数・数学の学習へ活用して

いく。

・ 根拠を明らかにし筋道を立てて体系的に考えることや，言葉や数，式，図，表，グラフなどの

相互の関連を理解し，それらを適切に用いて問題を解決したり，自分の考えを分かりやすく説明

したり，互いに自分の考えを表現し伝え合ったりすることなどの指導を充実する。

・ 算数的活動・数学的活動を通して，自らの考えを数学的に表現し根拠を明らかにして説明した

り，議論したりするなどの学習活動を積極的に取り入れる。

小学校

中学校

高等学校

算 数，数 学



「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    

 

 

    

■ 図図図図とととと式式式式をををを関連付関連付関連付関連付けけけけ，，，，計算計算計算計算のののの仕方仕方仕方仕方ののののイメージイメージイメージイメージをもたせましょう。実感を伴って理解させることが大切

です。 

 ■ なぜそのように計算したのか，根拠根拠根拠根拠やややや意図意図意図意図をををを明明明明らかにしらかにしらかにしらかにし，，，，筋道立筋道立筋道立筋道立てたてたてたてた説明説明説明説明のためののためののためののためのモデルモデルモデルモデルを作りま

しょう。その際，算数の用語を適切に使わせることも大切です。 

 ■ 聞いている人に分かりやすく伝えるために，図図図図をををを指指指指しししし示示示示ししししながらながらながらながら説明説明説明説明させましょう。 
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■ 適用題では，計算練習による定着とともに，計算計算計算計算のののの根根根根    

拠拠拠拠やややや意図意図意図意図をををを明明明明らかにしてらかにしてらかにしてらかにして説明説明説明説明するするするする活動活動活動活動を設定しましょう。 

このような説明する活動を繰繰繰繰りりりり返返返返しししし，計算の意味理解 

を深めるとともに，筋道立てた思考を定着させましょう。 

■ 一人一人が，繰繰繰繰りりりり返返返返しししし「「「「話話話話すことすことすことすこと」「」「」「」「聞聞聞聞くくくくことことことこと」」」」ができができができができ    

るようにるようにるようにるように，，，，ペアペアペアペア学習学習学習学習をををを取取取取りりりり入入入入れるれるれるれるなど学習形態を工夫しましょう。 

 ■ 説明を聞くときには，計算の順序のみの説明ではなく，計算の根拠や意図を明確にした説明になって

いるか等の視点を示して聞かせるようにしましょう。 

分母分母分母分母がががが同同同同じじじじ分数分数分数分数どうしならどうしならどうしならどうしなら，，，，計算計算計算計算ができますができますができますができます。。。。    

だから，分母分母分母分母をそろえるためにをそろえるためにをそろえるためにをそろえるために通分通分通分通分しますしますしますします。。。。    

２と３の最小公倍数は６です。分母を６にするために， 

２

１

の分母と分子に３を，

３

１

の分母と分子に２をかけます。 

図で説明すると，分母分母分母分母をそろえるということはをそろえるということはをそろえるということはをそろえるということは，，，， 

このように，どちらのどちらのどちらのどちらの目盛目盛目盛目盛りもりもりもりも６６６６にそろえることにそろえることにそろえることにそろえることです。 

そして，「

６

１

 のいくつ分」と考えます。 

すると，

２

１

 
３

１

 
６

３

 
６

２

 となり， 

分母が同じ分数にできたので，計算することができます。 

 

分母分母分母分母がががが同同同同じじじじ分数分数分数分数どうしならどうしならどうしならどうしなら，，，，計算計算計算計算

ができますができますができますができます。。。。    

だから，分母分母分母分母をそろえるためにをそろえるためにをそろえるためにをそろえるために通通通通

分分分分しますしますしますします。。。。    

○と□の最小公倍数は△です。 

分母を△にするために，・・・・。 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 学年  第５学年 

□ 単元名 分数のたし算とひき算 

□ 本時の目標  異分母分数のたし算の計算の仕方を考えることができる。 

□ 学習の流れ（１時間目／全１０時間） 

学習活動 指導上の留意事項 

評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ 問題を知り，学習課題を設

定する。 

 

 

 

 

 

 

２ 既習の内容を基に，たし算

の仕方を考え，説明し合う。 
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×

×
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３ 適用題を解く。 

 

 

４ 本時の学習を振り返る。 

５ 家庭学習を確認する。 

・□と○に数値を代入することによって，既習事項（同分母

分数のたし算の仕方）を確認するとともに，既習と本時の

学習（異分母分数のたし算）との違いを明確にし，学習課

題を導く。 

①   
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，  

５

２
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２
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１
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・図を用いて考えることができるように，液量を示したワー

クシートを配布する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・○アの方法で計算したときの矛盾点に気付かせる。 

・既習の計算と同様に，分母をそろえればよいことに気付か

せる。 

・計算練習とともに，計算の仕方についても，ペアで説明し

合わせる。 

 

・本時の目標に即した振り返りをさせる。 

・本時の内容に関する課題を提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・既習の内容に帰

着して，通分を用

いた異分母分数

のたし算の仕方

を考えている。

〔数学的な考え

方〕（ワークシー

ト，ノートへの記

述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校小学校小学校小学校                        のののの事例事例事例事例    

 

    

    

○ 今回の改訂では，各学年の内容の指導に当っては，「「「「算数的活動算数的活動算数的活動算数的活動をををを通通通通してしてしてして」」」」行行行行ううううことがより明確に示され

ました。また，算数的活動とは，作業的・体験的な活動などに限られるものではなく，算数算数算数算数のののの知識知識知識知識をもとをもとをもとをもと

にににに発展的発展的発展的発展的・・・・応用的応用的応用的応用的にににに考考考考えるえるえるえる活動活動活動活動やややや，，，，考考考考えたことなどをえたことなどをえたことなどをえたことなどを表現表現表現表現したりしたりしたりしたり，，，，説明説明説明説明したりするしたりするしたりするしたりする活動活動活動活動もももも含含含含まれるまれるまれるまれると示さ

れています。 

○ 本事例では，まず，図と式を関連付け，計算のイメージをもたせ，根拠や意図を明らかにして説明させま

す。そして，適用題においても，繰り返し，その説明をさせることで，計算計算計算計算のののの意味理解意味理解意味理解意味理解をををを深深深深めるめるめるめるとともに，

計算技能計算技能計算技能計算技能のののの定着定着定着定着をををを図図図図りりりります。また，見通見通見通見通しをもちしをもちしをもちしをもち筋道立筋道立筋道立筋道立てててててててて考考考考ええええ表現表現表現表現したりしたりしたりしたり，，，，そのことからそのことからそのことからそのことから考考考考えをえをえをえを深深深深めためためためた

りするりするりするりする力力力力を育成することができます。    

    繰繰繰繰りりりり返返返返しししし説明説明説明説明するするするする活動活動活動活動をををを取取取取りりりり入入入入れるれるれるれる    

新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領ではではではでは    

言葉言葉言葉言葉，，，，数数数数，，，，式式式式，，，，図図図図，，，，表表表表，，，，グラフグラフグラフグラフをををを用用用用いていていていて考考考考えたりえたりえたりえたり，，，，説明説明説明説明したりしたりしたりしたり，，，，互互互互いにいにいにいに自分自分自分自分のののの考考考考えをえをえをえを表現表現表現表現しししし

伝伝伝伝ええええ合合合合ったりするったりするったりするったりする活動活動活動活動をををを重視重視重視重視    

・○アは，和が半分より小さくなっています。 

２

１

 

と 

３

１

 

をたしたのに，半分より小さくなるのは 

おかしいと思います。 

・もし，○アが正しかったら，①は 

１０

３

 

になります。だから，ちがうと思います。 

・分母が同じなら計算することができます。だから，通分して分母をそろえればいいと思います。 

    図図図図とととと式式式式をををを関連付関連付関連付関連付けながらけながらけながらけながら，，，，計算計算計算計算のののの根拠根拠根拠根拠やややや意図意図意図意図をををを明確明確明確明確にしてにしてにしてにして説明説明説明説明させるさせるさせるさせる    

□＝  ○＝  のとき ＋  ＝  （  Ｌ） 

＋  ＝ ？ 

＋  ＝ 
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＋

＋ 

□＝  ○＝  のとき 

＋  ＝     ＋ 

＝ 

２つの入れものに,□Ｌと

○Ｌのジュースが入ってい

ます。 

あわせると何Ｌですか。 

Ｌ 
２

１ 

３

１  
Ｌ 

図図図図とととと式式式式をををを関連付関連付関連付関連付けけけけ，，，，計算計算計算計算のののの根拠根拠根拠根拠やややや意図意図意図意図をををを明確明確明確明確にしたにしたにしたにした説明説明説明説明    

改善 

分母がちがう分数のたし算の計算の仕方を考えよう。 

＋ ＝  ＋ 

 

○○○○    分数分数分数分数のののの性質性質性質性質にににに着目着目着目着目してしてしてして計算計算計算計算のののの仕方仕方仕方仕方をををを考考考考ええええ，算数算数算数算数のののの用語用語用語用語をををを使使使使ってってってって

筋道立筋道立筋道立筋道立てててててててて説明説明説明説明することがすることがすることがすることができるできるできるできる。。。。     

設定した言語活動を通して育てたい力 

思考力思考力思考力思考力，，，，表現力表現力表現力表現力    

のののの育成育成育成育成 

言
語
活
動
の
充
実
 

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    



「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 学年  第２学年 

□ 単元名 式の計算 

□ 本時の目標  連続する２つの奇数の和について成り立つ性質を，文字を用いた式を使って一般的に説明

することが必要であることを理解するとともに，その方法について考えることができる。 

□ 学習の流れ（10 時間目／全 13 時間）※文字を用いた式を使った説明の１／２時間目 

学習活動 指導上の留意事項 評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ 既習事項を確認する。 

 

 

２ 成り立つ性質を予想する。 

 

 

   

 

３ 説明の方法を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ４の倍数になる理由を文字

式や図を使って考える。 

 

５ 考えを交流する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 文字を用いた式を使った説

明の方法と意味を確認する。 

 

 

７ 本時の活動を振り返る。 

８ 家庭学習を確認する。 

・偶数，奇数，倍数，連続する二つの奇数などについて，

文字を用いた式の表し方を確認する。視覚的にイメージ

しやすくするために，図も用いて確認する。 

・連続した二つの奇数の和について成り立つ性質を予想さ

せ，他の場合についても，「予想した性質が成り立つかど

うか」と問うことで，考えをゆさぶる。 

 

 

 

 

 

 

 

・具体的な数や図だけを使っても，４の倍数になることを

確かめることはできるが，一般的な説明にはならないこ

とから，文字を用いた式を使った説明の必要性に気付か

せる。 

・連続する二つの奇数が2n+1，2n+3と表されることを確認

する。 

・各自で４の倍数になる理由を考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

・4n＋4が４の倍数になる理由を，文字式と図を関連付けて

確認し，文字を用いた式を使った形式的な説明の方法を

理解させる。 

・本時は，文字を用いた式を使った説明の導入なので，説

明の方法を理解することに重点を置く。次時では，本時

の説明を基に，自分で文字を用いた式を活用することが

できるようにする。 

・本時のねらいに即して自己評価を行わせる。 

・本時の内容に関する課題を提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・文字式や図を用い

て表現したり，そ

の意味を読み取っ

たりして，命題が

成り立つことを説

明することができ

る。 

〔数学的な見方や

考え方〕 

（ノート，行動観

察） 

 

・文字を用いた式を

使った説明の必要

性と意味を理解し

ている。 

〔数量や図形につ

いての知識・理

解〕 

（行動観察，発言，

自己評価表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 最初に結論や解決方法を提示するのではなく， 

生徒生徒生徒生徒のののの思考思考思考思考をををを促促促促しししし，，，，判断判断判断判断させるようなさせるようなさせるようなさせるような問題提示問題提示問題提示問題提示のののの仕方仕方仕方仕方をををを工夫工夫工夫工夫しましょう。    

■ 問題の数値を工夫することで，結論を導くためには一般的な説明が必要で    

あることに気付かせ，文字文字文字文字をををを用用用用いいいいたたたた式式式式をををを使使使使ったったったった説明説明説明説明のののの意味意味意味意味を理解させましょう。 

 

 

■ まず，連続した二つの奇数の和が（2n+1)＋(2n＋3)と表せる 

ことを確認し，なぜ，４の倍数になるのか，文字式や図を使っ 

て各自各自各自各自のののの考考考考ええええをををを説明説明説明説明させましょう。 

■ そして，「4n＋4が４の倍数になる理由」を，互いの説明を基 

に，文字式文字式文字式文字式とととと図図図図をををを関連付関連付関連付関連付けてけてけてけて考考考考えさせえさせえさせえさせ，，，，説明説明説明説明しししし合合合合わせわせわせわせましょう。 

互いの説明を関連付けて再思考させる 

ことで，生徒は，図をイメージしながら 

自分の考えを整理することができ，徐々 

に根拠を明らかにし筋道立てて考え，自 

分のことばで説明できるようになってき 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

■ 聞く側の生徒には，自分自分自分自分のののの考考考考えとえとえとえと比較比較比較比較しながら聞 

かせ，４の倍数になる理由が納得できたかというこ    

とを振振振振りりりり返返返返らせらせらせらせましょう。聞く視点も明確になり，  

話す側，聞く側の相互の学習内容の理解が深まります。 

    生徒生徒生徒生徒のののの思考思考思考思考・・・・判断判断判断判断をををを促促促促すすすす問題提示問題提示問題提示問題提示のののの工夫工夫工夫工夫ををををするするするする    

中学校中学校中学校中学校                        のののの事例事例事例事例    

    文字式文字式文字式文字式とととと図図図図をををを関連付関連付関連付関連付けてけてけてけて考考考考えさせえさせえさせえさせ，，，，説明説明説明説明しししし合合合合わせるわせるわせるわせる    

連続した２つの奇数の和が４の倍数になることを説明しよう。 

生徒Ａ「たくさん計算して，確かめます。」 

生徒Ｂ「文字式を使って説明すればいいと思います。」 

生徒Ｃ「図を使って説明します。」 

生徒Ａに対して…「たくさん計算しても，全ての場合を確かめることにならないと思います。」 

生徒Ｃに対して…「図だけで,全ての場合を説明することができますか。」    

「連続した２つの

奇数の和が４の

倍数になること

を説明しよう。」 

Ｔ「これらに共通する性質は？」 

Ｓ「８の倍数だと思います。」 

Ｔ「本当にそう言える？ 他の場合も言えるかな？」 

・８の倍数です。 

・４の倍数かも…。 

生徒Ｂに対して…「これなら全ての場合が言えそうです。でも，(2n+1)＋(2n＋3)=4n＋4となる 

ことで，どうして４の倍数と言えるのですか。」 

生徒Ｄ「Ｃ君の図と文字式を使って考えました。」 

生徒ＢとＤの考えを関連させて 

…「Ｄ君の図を見ると，4n＋4が４の倍数になることが分かりやすいです。」 

あれ？ 

５+７=12 だから

８の倍数にならな

いなぁ。 

４の倍数かも…。 

 

    

    

○ 今回の改訂では，目標に「数学的活動を通して」の文言が加えられ，数学的活動の一つに「「「「数学的数学的数学的数学的にににに説明説明説明説明しししし

伝伝伝伝ええええ合合合合うううう活動活動活動活動」」」」が示されています。この活動により，論理的に考え，表現する力をはぐくんでいきます。 

○ 学習活動２，３では，文字を用いた式を使った説明の必要性に気付かせます。学習活動５では，思考の過程

と判断の根拠を説明し合う活動を取り入れています。数の性質を式式式式やややや図図図図をををを用用用用いていていていて考考考考ええええ，，，，図図図図をををを基基基基にににに説明説明説明説明しししし合合合合わせわせわせわせ

るるるることで，自分の考えを深化させ，根拠根拠根拠根拠をををを明明明明らかにしらかにしらかにしらかにし筋道立筋道立筋道立筋道立てててててててて考考考考ええええ，，，，説明説明説明説明すすすするるるることができるようになります。

また，文字を用いた式を使った説明の意味とよりよい説明の方法を理解することができます。 

新学習指導新学習指導新学習指導新学習指導要領要領要領要領ではではではでは    

数学的活動数学的活動数学的活動数学的活動のののの一一一一つとしてつとしてつとしてつとして，「，「，「，「数学的数学的数学的数学的にににに説明説明説明説明しししし伝伝伝伝ええええ合合合合うううう活動活動活動活動」」」」をををを例示例示例示例示    

「連続した２つの奇数の和について考えよう。」 

例  ３＋ ５＝ ８ 

      ７＋ ９＝16 

     11＋13＝24 

「連続した２つの奇

数の和について考

えよう。」 

例 １＋３＝ ４ 

   ３＋５＝ ８ 

   ５＋７＝12 

結論結論結論結論をををを予想予想予想予想させるさせるさせるさせる問題提示問題提示問題提示問題提示    

（容易に結論を見いだせる） 

結論結論結論結論をををを示示示示したしたしたした    

問題提示問題提示問題提示問題提示    

予想 数値の工夫 

「なぜ，４の

倍数になる

のか，図を

基に考え，

説明してみ

よう。」 

結論結論結論結論をををを予想予想予想予想するするするする際際際際にににに思考思考思考思考，，，，判断判断判断判断させるさせるさせるさせる問題提示問題提示問題提示問題提示    

私は文字式を使って考えました。 

なぜ，4の倍数になるのかと言うと 

（2n＋1）＋（2n＋3）＝4n＋4 

となり，4の倍数に 4をたすと４の 

倍数になるからです。 

生徒Ｂの説明 

Ｄ君の説明は，式と図を関連させているので，

4n＋4 と 4（n＋１）が等しいことがよく分かり

ました。 

4n＋4 だけでは４の倍数になることを最後ま

で説明したことにならないので，式を 4（n＋１）

と表さなければいけない理由も分かりました。 

生徒Ｄの説明 

に対して 

Ｄ君が説明したように， を１つ動かすと，４つずつの束が（n＋１）個になります。 

だから，（2n＋1）＋（2n＋3）は４の倍数になることが分かります。 

式でも，4n＋4＝4（n＋１）と表されるから，4が（n＋1）個あるということなので，

４の倍数になると言えます。    

文字式と図で考えました。 

4n＋4 が 4の倍数になること 

を図を使って説明します。 

               4n＋4 は図で表すと,4（n＋１） 

と表せることが分かります。 

               だから，4n＋4は 4の倍数に 

なります。 

2n＋1 

＋ 

2n＋3 … 

4

n 

… 

n＋1 

生徒Ｄの説明 

生徒Ｂと生徒Ｄの 

説明を関連付けて 

    

○○○○    文字文字文字文字をををを用用用用いたいたいたいた式式式式をををを使使使使ってってってって命題命題命題命題がががが成成成成りりりり立立立立つことをつことをつことをつことを考考考考ええええ，，，，数学的数学的数学的数学的なななな

表現表現表現表現をををを用用用用いていていていて説明説明説明説明することがすることがすることがすることができるできるできるできる。。。。    

設定した言語活動を通して育てたい力 

思考力思考力思考力思考力，，，，表現力表現力表現力表現力    

のののの育成育成育成育成 

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    

言
語
活
動
の
充
実
 

言
語
活
動
の
充
実
 



「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    

  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 科目  数学Ⅱ 

□ 学年  第２学年 

□ 単元名 いろいろな式 

□ 本時の目標  不等式の証明を通じて数学の論証についての理解を深め，具体的な問題解決に不等式

を活用して，筋道を立てた論証をすることができる。 

□ 学習の流れ（１４時間目／全１４時間） 

学習活動 指導上の留意事項 

評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ 他者の解答について納得で

きるかどうかを考える。 

 

 

 

 

２ 解答において納得できない

部分はなぜかをグループで討

議する。 

 

 

 

３ 解答を修正する。 

 ○ 個人で考える。 

○ 修正した解答をグループ

内で討議する。 

 

４ 修正した解答を３グループ

の代表者が説明する。 

 

 

５ 本時のまとめと次時の予告 

 ○ 本時の学習を振り返り，

次時までの課題を確認す

る。 

・前時の課題の解答例を１つ取り上げて，解答におい

て納得のできない部分をワークシートに書き込ませ

る。 

・既習事項（等号成立・必要十分条件）について留意

する。 

 

・論理の展開についても注意を払うように指示する。 

・お互いに意見を述べる際には，根拠を明確にして説

明するように促す。 

・論理の筋道が正しいかどうか，推論の必要十分性に

ついても吟味するように促す。 

 

・修正する際に，根拠を記述させる。 

・他者の意見から修正すべき部分の追加を記入させ

る。 

 

・他のグループにも参考となる考えを発表させる。 

ＩＣＴ（書画カメラ）を活用してポイントを明確に

する。 

 

・［解答］を作成する際に，他者を説得できるような

根拠に基づいた明確な論理を展開し，言葉の説明文

を記述する。 

・（課題）傍用問題集を用いて演習を行い，学習内容

を定着させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・不等式の証明を

通じて数学の論証

についての理解を

深め，具体的な問

題解決に不等式を

活用して，筋道を

立てた論証をする

ことができる。〔数

学的な見方や考え

方〕（行動観察・発

言，ワークシート

の記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

 

 

 

解答を提示 

  

 

思考の振り返り 

ができるワーク 

シートを工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    

高等学校高等学校高等学校高等学校                        のののの事例事例事例事例    

 

    

    

○ 今回の改訂で，数学的活動を一層重視し，「自自自自らのらのらのらの考考考考えをえをえをえを数学的数学的数学的数学的にににに表現表現表現表現しししし根拠根拠根拠根拠をををを明明明明らかにしてらかにしてらかにしてらかにして説明説明説明説明したりしたりしたりしたり，，，，

議論議論議論議論したりすることしたりすることしたりすることしたりすること。。。。」として数学的活動を通して思考力・表現力を目指しています。 

○ 本事例では，「問題の解決で，誤った解答に対しては，どこが誤りか，誤誤誤誤っているとっているとっているとっていると言言言言えるえるえるえる理由理由理由理由はははは何何何何かかかか，

どこをどのように修正すれば正答になるかなどを生徒に考えさせ説明説明説明説明させるさせるさせるさせる。」ことによって，自ら推測し

た考えを数学的に立証し，他者と自己の論拠・推論とを比較し，論証の内容・表現・質を相互に評価し，よ

り一般性のある考えや論証を構成することができるようになります。 

 

■  問題演習においては正解を提示しがちですが，生徒が自分の作成した解答を客観的に捉え直すこと

ができるように，生徒の解答例を取り上げたり，思考過程を記入させるなど，ワークシートを工夫し

てみましょう。 

    論理論理論理論理をををを明確明確明確明確にににに表現表現表現表現するためするためするためするためワークシートワークシートワークシートワークシートをををを工夫工夫工夫工夫するするするする    

新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領ではではではでは    

「「「「数学的活動数学的活動数学的活動数学的活動」」」」でででで，，，，自自自自らのらのらのらの考考考考えをえをえをえを根拠根拠根拠根拠をををを明明明明らかにしてらかにしてらかにしてらかにして説明説明説明説明することをすることをすることをすることを重視重視重視重視    

 

    活用活用活用活用においてにおいてにおいてにおいて体体体体系的系的系的系的なななな思考思考思考思考をををを深深深深めるめるめるめる振振振振りりりり返返返返りをりをりをりを取取取取りりりり入入入入れるれるれるれる    

■  既習事項の振り返りをさせることによって，根拠が何であるかを明確にでき，それを記述させるこ

とによって，推論が正しいかどうか判断できるようになります。 

また，このような取組みによってグループ内で他者を説得し，説明し合う活動も充実します。 

工夫 

，

 

○○○○    他者他者他者他者のののの解答解答解答解答のののの数学的推論数学的推論数学的推論数学的推論のののの論拠論拠論拠論拠をををを議論議論議論議論しししし，，，，根拠根拠根拠根拠にににに基基基基づいたづいたづいたづいた一般一般一般一般

性性性性のあるのあるのあるのある考考考考えやえやえやえや論証論証論証論証をををを構成構成構成構成することができるすることができるすることができるすることができる。。。。        

○○○○    推論推論推論推論をををを言葉言葉言葉言葉でででで表現表現表現表現することですることですることですることで，，，，正正正正しいしいしいしい数学的推論数学的推論数学的推論数学的推論によってによってによってによって得得得得らららら

れたれたれたれた結果結果結果結果にににに基基基基づいてづいてづいてづいて合理的合理的合理的合理的にににに判断判断判断判断することができるすることができるすることができるすることができる。。。。    

思考力思考力思考力思考力，，，，表現力表現力表現力表現力，，，，

判断力判断力判断力判断力のののの育成育成育成育成 

設定した言語活動を通して育てたい力 

言
語
活
動
の
充
実
 


